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１．噴火警戒レベルとは

噴火警戒レベルに応じた段階的な「警戒が必要な範囲」とキーワード

住民、登山者や観光客等に防災対応がわかりやすいように、各区分にそれぞれ
「避難」、「避難準備」、「入山規制」、「火口周辺規制」、「活火山であることに留意」の
キーワードを付して呼びかけます

火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範囲」と
防災機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分して噴火警報に付される指標

噴火警戒レベルは、火山活動の活発さをあらわすものではありません。
→噴火の規模が小さくても、居住地域まで影響する場合は高いレベルになります

レベル１
火口内等
「活火山であることに留意」

レベル２ 火口周辺
「火口周辺規制」

レベル３ 居住地域近くまで
「入山規制」

レベル４、５ 居住地域
「避難準備」（レベル４）「避難」（レベル５）

融雪型火山泥流
火砕流溶岩流

大きな噴石

小さな噴石・降灰
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２．負荷警戒レベル導入に関する火山防災協議会での協議事項

・噴火シナリオ：「想定火口」、「噴火様式」、「噴火規模」、「噴火に関する現象」を示す
・ハザードマップ：噴火による「各現象の影響範囲」を示す
・噴火警戒レベル：噴火シナリオとハザードマップを基に、噴火警戒レベル毎に「噴火の規模」、

「現象」、「レベル毎の警戒が必要な範囲」を示す
・避難計画：噴火警戒レベルの「レベル毎の警戒が必要な範囲」を基に、火口周辺や居住地域の避

難計画や応急対策等を示す
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現状

• 現在策定作業が行われている避難計画は、協議会で承認され公開されている火山ハ

ザードマップ、緊急減災対策砂防計画（以下、緊急減災）における「噴火シナリオ

（現象フロー、想定火口、噴火規模等）」と「ハザードマップ（各現象の影響範

囲）」を基に作成が進められている。

• 現行の噴火警戒レベルの「警戒が必要な範囲」は、平成13年～14年に作成された火

山防災マップの「各現象の影響範囲」を基に設定している。

問題点

緊急減災の知見を取り入れたハザードマップを協議会で承認した時点で、噴火警戒レベ

ルの見直しを行うべきだった。

対応

噴火警戒レベルについて、火山ハザードマップの想定に沿ったものに早急に見直す。

３．避難計画と噴火警戒レベルの見直し


